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第９７回都市対抗野球大会第一次予選福島県大会
5連覇達成！！
◇◇試合結果◇◇

準 決 勝 ＶＳ ALL北嶺 （１０対０）勝利
決 勝 ＶＳ オールいわき （１８対３）勝利

決勝では選手紹介が
ありました！



松嶋 拓郎 内野手（主将）
市長杯に引き続き応援ありがとうございました。５年連続５回目の優勝をすることができました。
今年は都市対抗二次予選が福島で開催されます。地元での開催ということで皆さまの応援を力に本

戦出場を目指し取り組んでいきます。引き続きアツいご声援よろしくお願いいたします。
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大平 峻輔 外野手
都市対抗一次予選では、多大なるご声援をいただき誠にありがとうございました。皆様の後押しの

おかげで、無事に二次予選への切符を掴むことができました。
二次予選でも、企業チームを相手に選手・スタッフ一丸となり、最後まで泥臭く、そして諦めるこ

となく全力で戦い抜きます。引き続き、熱いご声援のほどよろしくお願いいたします。

エフコムＢＣ 道方 康友 監督、主将の松嶋 拓郎 内野手、
首位打者賞の大平 峻輔 外野手より大会のコメントをいただきました！

道方 康友 監督
福島県内のクラブチームによる大会でしたが、シードで５月１０日（日）に準決勝・決勝戦のダブ

ルヘッダーの大会でした。先の福島市長杯の勢いをキープしたままの圧勝の２連勝で優勝して、２次
予選出場が決まりました。打線の活発な状況に加えて、投手陣も安定した試合運びが出来て、正しく
投打が噛み合った試合が出来ました。
この状態を更に向上させて、来たる二次予選を突破していきたいと考えております。５月の２大会

ともに社員の皆さんやご家族の方々、数多くのご声援を頂き選手達共々感謝申し上げます!
今後とも熱いご声援を宜しくお願い致します！
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準決勝 ＶＳ ALL北嶺
エフコムは大会２日目からの登場となりました。本大会の優勝チームは６月に行われる都市対抗第二次予選東北大会への切符を

手にすることができます。
初回、２番松嶋が出塁し盗塁、４番伊藤海斗のタイムリーで幸先よく先制すると、３回には５番河野のタイムリーなど２点を追

加。５回には松嶋、八百板飛馬、島﨑にタイムリーが飛び出し打者一巡の猛攻で一挙７点を追加し相手を圧倒。投げては先発を任
された山形が６回までヒットを１本も打たせない圧巻のピッチングを披露し、最後は山上が試合を締め、初戦をコールドゲームで
勝つことが出来ました。

八百板 飛馬 選手
外野手/出身校：聖光学院高校

伊藤 海斗 選手
内野手/出身校：酒田南高校

山上 遼真 選手 ＜抑え＞
投手/出身校：弘前学院聖愛高校 ⇒ 仙台大学

山形 胤舜 選手 ＜先発＞
投手/出身校：弘前学院聖愛高校 ⇒ 青森大学
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決勝 ＶＳ オールいわき
決勝のマウンドを任されたのは小口。初回三者凡退の上々の立ち上がりを見せるとその裏早くもエフコム打線が繋がりました。

２番松嶋が出塁すると、八百板飛馬のタイムリー、大平の犠牲フライ、渡邉翼のタイムリースリーベースで３点を先制。３回、４
回にも追加点を奪うと爆発したのは５回。前回大会から絶好調振ればヒットになる「満塁ホームラン男 大平」がいとも簡単に
センターへヒットを放つとそこから打者一巡の猛攻。一挙１２点を追加し、試合を決定づけました。
最高殊勲選手賞には５回無失点のピッチングの小口、首位打者賞には準決勝、決勝で６打数５安打の大活躍を見せた大平が選ば

れました。６月に行われる都市対抗二次予選に向けて、選手一丸となって頑張ってまいります。応援よろしくお願いいたします。

応援ありがとうございました！

大平 峻輔 選手
内野手/出身校：東日本国際大付属昌平高校 ⇒ 

日本ウェルネススポーツ大学

小口 優太郎 選手 ＜先発＞
投手/出身校：東海大浦安高校 ⇒ 東海大学

佐野 怜弥 選手
投手/出身校：北照高校 ⇒ 仙台大学

渡邉 翼 選手
捕手/出身校：聖光学院高校


